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「地方分権、地方自治の良し悪しは議会の働きにかかっている」

平成28年第 2回定例会で

小値賀町議会基本条例を制定

小値賀町議会としての基本理念、基本方針を明確化

「
小
値
賀
町
議
会
及
び
議
員
が
活
動
し
て
い
く
に
あ
た
っ

て
の
根
幹
と
な
る
柱
と
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
」

　

こ
の
文
言
は
、
条
文
の
最
初
、
前
文
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
で
す
。

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
小
値
賀
町
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
格
的
に
地
方
分
権
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
今
、
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
町
に
あ
っ
た
独
自
の
政
策
や
考
え
方

が
必
要
で
す
。
町
民
と
意
見
交
換
を
し
て
情
報
を
共
有
し
、
政
策
を
立
案
し
、
提

言
し
て
い
く
と
い
う
新
し
い
議
会
の
姿
を
目
指
し
て
、
今
後
の
方
針
を
定
め
ま
し

た
。

議会の会期を通年に

条
例
の
構
成

前
文

第
１
章　

総
則

第
２
章　

能
動
的
に
行
動
す
る
議
会

第
３
章　

町
民
と
共
に
歩
む
議
会

第
４
章　

政
策
を
提
案
す
る
議
会

第
５
章　

議
会
機
能
の
充
実
と
議
会
改
革
の
推
進

第
６
章　

条
例
の
位
置
づ
け
と
見
直
し
の
手
続

附
則

前
文　

　

制
定
す
る
経
緯
や
そ
の

必
要
性
及
び
今
後
の
方
針

な
ど
全
体
的
な
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。（
図
参
照
）

【
目
的
】

　

議
会
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
、
民
主
的
な

町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
。

【
基
本
理
念
】

　

議
会
は
、
常
に
町
の
課

題
に
目
を
向
け
、
町
民
の

意
見
を
集
約
し
て
論
理
的

に
討
議
し
て
、
よ
り
よ
い

政
策
を
生
み
出
す
こ
と
に

努
め
、「
真
の
地
方
自
治

の
実
現
」
に
向
け
て
取
り

組
む
。

【
基
本
方
針
】

　

次
の
こ
と
を
方
針
と
す

る
。

①
能
動
的
に
行
動
す
る
議

　

会
②
町
民
と
共
に
歩
む
議
会

③
政
策
を
提
案
す
る
議
会

④
持
続
的
な
議
会
改
革
の

　

推
進

　

以
上
の
基
本
に
基
づ

き
、
第
４
条
以
下
38
条
ま

で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
議
会
改
革
の
取
り

組
み
の
継
続
や
今
後
検
討

す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、

◎
議
会
の
使
命

◎
議
会
の
活
動
原
則

◎
議
員
の
活
動
原
則

◎
通
年
会
期
制
（
５
ペ
ー

　

ジ
に
解
説
）

「地方分権推進のカギは議会」との指摘に本町議会は答えます
前文に書かれている内容を図式化しました。条文は議会事務局、小値賀町立図書館にて

閲覧できます。また、小値賀町議会ホームページにてもご覧になれます。

小値賀町議会だより第 96 号（２）　小値賀町議会だより第 96 号（３）　

地方自治体を取り巻く
環境の変化

平成 12 年
地方自治法の大幅改正

本格的な地方分権推進

真の地方自治の実現へ
向けた取組

町の良し悪しは議会に
かかっている（議会は
町の意思を決定する機関）

時代に即応した小値賀町の議会改革の必要性

　求められる議会の役割

適正に政策を決定する

恒常的な執行の監視・評価

政策を立案する

政策提言する

自治体の自立に対応できるよう議会を自らを改革

自治体のすべてを自らが決定する責任を意識

多様な意見を集約し

議論する議会へ

積極的に課題に取組

政策提言する議会へ

町民参加 開かれた議会

　　　　小値賀町議会の基本方針

　　　１　能動的に行動する議会

　　　２　町民と共に歩む議会　　　　　　　

　　　３　政策を提案する議会

　　　４　持続的な議会改革の推進

　　　小値賀町の議会改革の基本理念
　　○町民のあらゆる意見の集約を図る
　　○合議制の特性を活かす
　　○論理的で自由闊達な議論
　　○よりよい政策を生み出す

受け身ではなく主体的に行動



◎
災
害
時
の
議
会
の
活
動

◎
自
由
討
議
に
よ
る
合
意

　

形
成

◎
議
長
副
議
長
選
挙
の
見

　

え
る
化
（
所
信
表
明
）

◎
町
民
参
加
と
町
民
と
の

　

協
働

◎
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
設
置

　
（
町
民
の
声
を
議
会
活

　

動
に
活
か
す
た
め
に
、

　

も
う
け
る
も
の
で
す
。）

＊
小
値
賀
町
議
会
基
本
条

例
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

議
会
事
務
局
ま
た
は
、
小

値
賀
町
立
図
書
館
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

委員会の傍聴規則を新たにつくりました。

基本的に委員会の傍聴は自由です。但し、

会議室ごとに人数の制限があります。

会期を通年とします

　

小
値
賀
町
議
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
年
４
回
の
定
例

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
が
回
数
制
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
通
年
の
会
期
制

と
し
ま
す
。

　

従
っ
て
、
年
間
を
通
じ

て
い
つ
で
も
本
会
議
を
開

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
効
率
化
を
図

る
観
点
か
ら
集
中
審
議
を

す
る
期
間
を
予
あ
ら
か
じめ

定
め
ま

す
。

　

法
律
で
は
、
定
例
日
を

設
け
る
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
小
値
賀

町
で
は
上
記
の
よ
う
に
７

月
と
11
月
と
３
月
に
定
例

日
を
規
定
し
ま
し
た
。

（
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外

で
も
必
要
で
あ
れ
ば
い
つ

で
も
本
会
議
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
議
員
の
み

の
会
議
も
で
き
ま
す
。）

　

こ
れ
に
よ
り
、
閉
会
中

に
委
員
会
を
開
く
た
め
の

本
会
議
で
の
議
決
は
不
必

要
で
、
い
つ
で
も
委
員
会

の
自
由
な
活
動
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

本
町
の
場
合
、会
期
は
、

議
員
の
任
期
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
４
月
30
日

か
ら
翌
年
の
４
月
29
日
ま

 

「
常
の
身
を
兵
法
の
身
と
し
、
兵
法
の
身
を
常
の
身
と
す
る
こ
と
肝
要
な
り
」

　

宮
本
武
蔵
の
言
葉
で
す
が
、
常
在
戦
場

の
精
神
。
通
年
会
期
に
す
る
こ
と
で
常
在

議
員
の
意
識
を
今
以
上
に
高
め
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
や
っ
て

き
た
こ
と
で
す
が
、
本
会
議
の
時
だ
け
町

政
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
常
に
あ
っ
て

も
町
政
の
一
翼
を
担
う
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
本
会
議
で
の
議
案
の
審
議
に
お
い
て

も
町
民
目
線
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
に
努

め
ま
す
。

　

議
会
・
議
員
の
意
気
込
み
を
込
め
て
１

年
間
を
会
期
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
で
す
。

　

４
年
に
１
回
だ
け
、
選

挙
の
年
に
、
町
長
が
議
会

を
招
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
以
外
は
、
議
長
が

会
議
を
開
く
公
告
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

定例日（集中的に会議を開く日）

定例  7 月会議　 7 月 15 日、16 日、17 日

定例 11 月会議　11 月 29 日、30 日、12 月 1 日

定例  3 月会議　 3 月 7 日、8日、9日、10 日、

　　　　　　　　　　11 日、12 日、13 日
（会議を開く日が休日の場合は、日程を繰り下げる）

小値賀町議会通年の会期制条例を制定

小値賀町議会だより第 96 号（５）　 小値賀町議会だより第 96 号（４）　

委
員
会
傍
聴
規
則

会
議
規
則
の
一
部
改
正

「
会
期
を
通
年
に
、
自
由

討
議
の
導
入
な
ど
」

主
な
改
正
内
容

◎
会
期
に
関
す
る
項
目
を

通
年
と
す
る
こ
と
。

◎
議
会
で
議
決
さ
れ
た
議

案
は
同
一
会
期
中
に
は
再

度
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
一
時
不
再
議

に
つ
い
て
、
事
情
の
変
更

が
生
じ
た
と
き
は
提
出
で

き
る
と
す
る
こ
と
。

◎
質
疑
を
一
問
一
答
に
す

る
こ
と
。

◎
会
議
録
の
調
製
期
間
を

３
カ
月
と
す
る
こ
と
。

議
会
基
本
条
例
制
定
で
必
要
に
な
っ
た
関
連
規
則
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た

◎
自
由
討
議
に
つ
い
て
の

取
り
決
め
。

◎
一
般
質
問
を
一
問
一
答

に
す
る
こ
と
。

議
会
傍
聴
規
則
の
改
正

「
子
ど
も
連
れ
の
傍
聴

も
可
能
に
」

　

本
会
議
に
お
け
る
傍
聴

規
則
も
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

　

児
童
や
乳
幼
児
同
伴
で

傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
及
び

乳
幼
児
は
傍
聴
席
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

撤
廃
し
、
お
母
さ
ん
方
が

乳
幼
児
や
児
童
を
連
れ
て

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

１年間を通し咲く花

　

本
町
議
会
に
は
こ
れ
ま

で
、
委
員
会
の
傍
聴
規
則

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
議
会
基
本
条

例
制
定
に
関
連
し
て
、
委

員
会
条
例
を
一
部
改
正
し

て
、
委
員
会
は
原
則
公
開

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の
で
、
傍
聴
規
則
を
新
た

に
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

小
値
賀
町
役
場
３
階
に

お
け
る
各
会
議
室
ご
と
の

傍
聴
可
能
な
人
数
を
、
第

一
会
議
室
20
人
、
第
２
会

議
室
５
人
、
第
４
会
議

室
10
人
、
第
５
会
議
室5

人
と
し
ま
し
た
。（
先
着

順
で
す
）

　

本
会
議
と
違
っ
て
、
委

員
会
で
は
写
真
や
動
画
等

の
撮
影
及
び
録
音
等
を
原

則
自
由
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

議
事
機
関
た
る
議
会

は
、「
多
様
な
町
民
の
多

様
な
意
見
を
多
様
に
代
表

出
来
る
」
と
い
う
合
議
性

の
特
性
を
生
か
し
て
い
く

た
め
、
公
平
・
公
正
・
透

明
な
運
営
や
開
か
れ
た
議

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
町
民
の
積
極
的
な
参

加
が
必
要
で
す
。

　

小
値
賀
町
議
会
基
本
条

例
は
、「
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
明
確
に
す
る

こ
と
」
を
目
的
に
、「
町

民
に
信
頼
さ
れ
、
評
価
さ

れ
る
議
会
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
し
て
い

ま
す
。
本
町
議
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
議
会
改
革
に

お
い
て
、
絶
対
に
必
要
な

条
例
で
あ
り
ま
す
。

　

小
値
賀
町
発
展
の
た
め

に
議
会
の
活
性
化
に
邁
進

す
る
こ
と
を
述
べ
て
賛
成

討
論
と
致
し
ま
す
。

　

賛
成
討
論

　

  

宮
﨑
良
保
議
員

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
伴
い
、
議
会
の
会
期
を

通
年
と
し
た
事
に
よ
る
会

期
に
関
す
る
改
正
で
す
。

　

自
由
討
議
導
入
に
関
し

て
議
長
が
議
長
席
で
自
由

発
言
が
で
き
る
こ
と
、
一

問
一
答
方
式
を
明
確
に
す

る
こ
と
、
議
員
及
び
議
会

活
動
の
拡
充
を
図
る
こ
と

が
主
な
改
正
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
今
後
の

議
会
活
性
化
や
活
発
な
議

員
活
動
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
改
正
案
に

賛
成
致
し
ま
す
。

　

賛
成
討
論

　

  

浦　

英
明
議
員



平成 28 年度一般会計補正予算（第 1 号）

町民グラウンド改修工事請負契約の締結
　

本
年
第
２
回
（
６
月
）

定
例
会
が
、
17
日
か
ら
22

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
夜
間
に
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
午
後
７
時
か
ら
町

長
の
行
政
報
告
、
２
人
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。（
関

連
記
事
は
10
ペ
ー
ジ
）

　

本
定
例
会
の
主
な
議
案

は
、
議
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
小
値
賀
町
議
会
基
本
条

例
案
の
ほ
か
、
一
般
会
計

の
補
正
予
算
案
、
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工
事
請

負
契
約
の
締
結
、
条
例
改

正
が
主
な
も
の
で
す
。　
　

祝新はまゆう就航祝賀式
　

三
重
県
の
伊
勢
市
で
建
造
し
て
い
た
新
し
い
は

ま
ゆ
う
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
午
前
11
時
よ
り
漁
協
前
で
就
航
祝
賀

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
撒
き
餅
が
あ
り
、
み
ん
な
で
航
海

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
船
よ
り
少
し
だ
け
大
き
く
感
じ
ま
す
。

窓
も
大
き
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
お
り
観
光

客
の
利
用
も
意
識
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

試
乗
し
て
大
島
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
大
島
港

で
は
島
民
総
出
で
迎
え
ら
れ
、
大
島
分
校
の
児
童

に
よ
る
祝
い
唄
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
就
航
し
ま
す
。

6 月定例会

歳入歳出それぞれ 1470 万円を追加し、予算総額を 32 億 870 万円に
　　主な歳入　　　　　　　　　　　　　　主な歳出

　　地方交付税　1590 万円　　　　　　　  教育費　591 万 9000 円

　　県支出金　　260 万円減額　　　　　　 商工費　452 万円

主
な
質
疑

【
今
田
議
員
】

　

総
務
費
の
企
画
費
で
、

旅
費
や
食
糧
費
、
賄
材
料

費
を
補
正
し
て
い
る
が
内

容
は
？

【
答
】

　

日
本
橋
の
ご
当
地
居
酒

場
「
小
値
賀
町
」
の
一
周

年
記
念
催
し
を
、
県
が
設

置
し
た
ば
か
り
の
「
長
崎

館
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

実
施
す
る
。
小
値
賀
町
へ

の
来
島
者
ア
ッ
プ
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る

も
の
で
、
長
崎
館
で
の
イ

ベ
ン
ト
実
施
の
た
め
の
旅

費
、
値
賀
咲
な
ど
を
ふ
る

ま
う
た
め
に
必
要
な
経
費

を
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

民
間
の
事
業
が
小
値
賀

町
の
宣
伝
に
な
っ
て
い
る

と
判
断
す
る
根
拠
が
あ
い

ま
い
と
し
て
、
今
後
、
ル
ー

ル
作
り
を
す
る
よ
う
に
、

議
会
は
指
摘
し
ま
し
た
。

      改修工事総額　1億 945 万 8000 円

20 年しか経っていないのに 1 億円以上の改修工事
をしなければならないのかの声も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
改
正

○
小
値
賀
町
立
小
値
賀
こ
ご
も
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

専
決
処
分
の
報
告

○
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正

繰
越
す
る
事
業
と
金
額
の
報
告

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事
業

○
特
養
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
費
補
助
金
農

○
協
小
値
賀
支
店
改
修
工
事
費
補
助
金

○
小
値
賀
島
地
区
漁
港
機
能
保
全
工
事

○
町
営
船
新
船
建
造
事
業

主
な
質
疑

【
浦　

議
員
】

　

表
層
だ
け
を
変
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
に
経

費
は
か
か
ら
な
い
と
聞
い

て
い
た
が
、
内
訳
は
？

　【
答
】

　

表
層
だ
け
の
入
れ
替
え

は
約
６
５
０
０
万
円
で
、

残
り
は
、
そ
れ
以
外
の
改

修
、
相
撲
場
や
フ
ェ
ン
ス

張
り
替
え
な
ど
の
経
費
で

あ
る
。

【
横
山
議
員
】

　

入
札
は
何
社
か
？
ま

た
、
最
初
に
作
っ
た
会
社

の
係
り
は
？

【
答
】

　

８
社
で
あ
る
。
最
初
の

工
事
を
し
た
会
社
は
遠
方

で
あ
る
こ
と
で
、
県
内
８

社
の
指
名
入
札
と
な
っ

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
関
す

る
資
料
は
保
管
し
て
あ
る

の
で
、
問
題
な
い
。
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可決

可決

改修するグラウンド（町レクレーション大会）

　

修
正
案
を
否
決 

　

日
本
橋
の
居
酒
屋
「
小
値
賀
町
」
の
１
周

年
記
念
の
催
し
に
対
す
る
公
費
約
１
６
０
万

円
の
支
出
が
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
が
争

点
と
な
り
ま
し
た
。

　

居
酒
屋
「
小
値
賀
町
」
は
民
間
が
営
業
し

て
い
る
も
の
で
、
経
営
に
係
っ
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
東
京
の
日
本
橋
と
い
う
場
所
で

す
の
で
、
小
値
賀
町
の
食
材
販
売
促
進
や
小

値
賀
町
の
観
光
宣
伝
に
も
な
る
と
の
判
断
か

ら
、
今
回
の
予
算
計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
様
の
他
店
と
の
違
い
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
な
ど
、
宣
伝
に
な
る
と
の
判
断

基
準
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
、
収
益
事
業

を
行
っ
て
い
る
公
社
へ
の
旅
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
し
て
、
今
田
議
員

か
ら
旅
費
の
減
額
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
対
５
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



議
員
研
修
に

　
　
　

参
加
し
て
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去
る
５
月
16
日
か
ら
20

日
ま
で
、
市
町
村
議
会
議

員
研
修
「
新
人
議
員
の
た

め
の
地
方
自
治
基
本
コ
ー

ス
」
を
、
滋
賀
県
大
津
市

に
あ
る
琵
琶
湖
の
見
え
る

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研

修
所
に
て
受
講
し
ま
し

た
。

　

講
師
陣
は
首
都
大
学
東

京
大
学
院
の
大
杉
覚
教

授
、
山
梨
学
院
大
学
大
学

院
の
江
藤
俊
昭
教
授
な
ど

第
一
級
の
５
名
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
当

選
回
数
１
回
の
新
人
市
町

村
議
会
議
員
59
名
が
対
象

で
し
た
。

研
修
テ
ー
マ

　

テ
ー
マ
は
、「
地
方
自

治
制
度
の
基
本
」
か
ら
始

ま
り
、「
地
方
議
会
制
度

と
議
会
改
革
の
課
題
」、

「
自
治
体
財
政
」
に
つ
い

て
、「
議
員
と
政
策
法
務
」

に
つ
い
て
、「
分
権
時
代

の
地
方
議
会
と
議
員
に
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

午
前
中
２
コ
マ
、
午
後

３
コ
マ
の
４
泊
５
日
間
、

み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

最
終
段
階
で
は
８
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
事
前
に
与
え
ら
れ
た

課
題
と
資
料
を
基
に
、
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
議

会
基
本
条
例
の
骨
子
案
を

意
見
交
換
し
な
が
ら
討
議

し
、
ま
と
め
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
す
る
と
い
う

条
例
演
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

私
が
振
り
分
け
ら
れ
た

グ
ル
ー
プ
は
、
北
海
道
、

宮
城
県
、
秋
田
県
、
新
潟

県
、
岐
阜
県
、
兵
庫
県
、

鳥
取
県
の
人
口
が
少
な
い

町
村
か
ら
の
男
性
６
名
女

性
２
名
の
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。

　

自
然
の
流
れ
の
中
で
私

が
進
行
役
と
ま
と
め
役
、

発
表
と
質
疑
応
答
ま
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
発
な
意
見
交
換
や
討

議
が
で
き
、
人
口
の
少
な

い
町
村
議
会
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
と
い
う
発
想
で
、

地
に
足
が
つ
い
た
議
会
基

本
条
例
の
骨
子
案
を
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
へ
の
展
開

　

今
回
の
研
修
の
成
果

は
、
こ
れ
か
ら
の
議
員
活

動
に
大
い
に
役
立
つ
と
思

う
し
、
役
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
多
く
の
議
員
と

情
報
を
共
有
・
交
換
し
、

他
の
市
町
村
と
い
う
外
の

世
界
を
見
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
も
、
と
て

も
有
意
義
か
つ
大
き
な
収

穫
で
し
た
。

　

小
値
賀
町
と
い
う
小
さ

な
町
で
、
と
も
す
れ
ば
井

の
中
の
蛙
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
広
い
世
界
に
目
を
向

け
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
の
視
点
で
小
値
賀
町
の

ス
タ
ン
ス
と
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

町
民
皆
様
の
幸
せ
を
実
現

す
る
た
め
、
微
力
な
が
ら

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
行

こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し

た
次
第
で
す
。

今田光弘議員

全
国
か
ら
59
名
集
結
、
４
泊
５
日
、
地
方
自
治
・
議
会

改
革
な
ど
み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
ま
し
た
。

町民の代表として

　　　　　これを問う

本定例会は、2人の議員が登壇し、次の内容で質問しました。

◎今田光弘議員「イノシシ対策について」

◎横山弘蔵議員「国境離島新法成立後の対応について」

一般質問とは、議員がその町の行財政全般に

わたって、執行機関に疑問点を質し、所信の

表明を求めるものです。町の重要な意思を町

民に代わって決定し、監視する職務を十分に

果たすために大切な議員の権能です。
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【
問
】
今
田
光
弘
議
員

　

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
の
生

息
数
は
増
え
て
、
農
家
の

危
機
意
識
は
強
く
、
被
害

に
対
す
る
不
安
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
か
ら
の
口
蹄

疫
感
染
の
可
能
性
も
あ

り
、
繁
殖
農
家
も
非
常
に

不
安
に
感
じ
て
い
る
。　

　

今
ま
で
行
っ
て
き
た
イ

ノ
シ
シ
対
策
の
現
状
を
町

は
正
し
く
把
握
し
、
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
。

【
答
】
西　

町
長

　

捕
獲
が
始
ま
っ
て
か
ら

過
去
３
か
年
の
実
績
と
し

て
、平
成
25
年
度
が
19
頭
、

平
成
26
年
度
が
53
頭
、
平

成
27
年
度
が
罠
の
捕
獲
56

頭
、
猟
銃
に
よ
る
捕
獲
が

２
頭
で
年
々
捕
獲
頭
数
は

増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら

減
少
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

【
問
】
今
田
議
員

　

被
害
対
策
と
し
て
防
護

対
策
、
棲
み
分
け
対
策
、

捕
獲
対
策
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
は

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
ろ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

防
護
対
策
で
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
電
気
柵

の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

　

棲
み
分
け
対
策
で
は
餌

場
、
棲
家
、
隠
れ
場
所
、

通
り
道
を
無
く
す
こ
と
が

重
要
で
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
が
急
が
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
牛
の
放
牧
等
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ヤ
ギ
の
活
用
も

考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
今
田
議
員

　

現
在
の
捕
獲
報
奨
金
は

１
万
８
０
０
０
円
。

　

こ
の
際
、
思
い
切
っ
て

報
償
金
を
高
く
し
て
捕
獲

を
積
極
的
に
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

報
奨
金
は
県
内
で
も
一

番
高
額
で
す
。
イ
ノ
シ
シ

対
策
は
各
集
落
で
の
対
策

も
強
化
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
町
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
が
捕
獲
す
る
こ
と

ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、

現
時
点
で
は
報
奨
金
の
増

額
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

総
合
的
な
対
策
に
よ
っ

て
頭
数
を
減
ら
す
し
か
今

の
と
こ
ろ
手
立
て
は
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
担
当

部
局
と
も
協
議
し
方
針
を

決
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
横
山
弘
蔵
議
員

　

国
境
離
島
新
法
制
定
を

受
け
、
町
の
基
本
的
な
振

興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

ま
ず
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
漁
業
の
振
興
に
加

え
て
、
雇
用
の
場
の
創
設

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

定
住
の
促
進
や
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
へ
の
支

援
、
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
に
、
更
な
る
観
光
振

興
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】
横
山
議
員

　

関
係
自
治
体
の
振
興
策

は
８
月
頃
ま
で
に
県
が
と

り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
協
議
・
計
画

を
進
め
て
い
る
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

予
算
要
求
は
８
月
な
の

で
、
総
合
計
画
や
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

を
基
に
項
目
の
洗
い
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
横
山
議
員

　

こ
の
新
法
で
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
人
口
減

少
対
策
で
あ
る
。
具
体
的

対
策
は
。

【
答
】
西　

町
長

　

子
育
て
対
策
や
医
療
を

充
実
し
航
路
や
航
空
路
の

交
通
ア
ク
セ
ス
を
改
善

し
、
小
値
賀
に
来
た
い
と

い
う
状
況
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

更
に
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
受

け
入
れ
の
た
め
の
住
む
場

所
づ
く
り
、
加
工
場
の
建

設
や
観
光
の
振
興
等
に
よ

り
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

【
問
】
横
山
議
員

　

県
内
の
他
の
市
町
で
は

住
民
の
希
望
を
聴
き
な
が

ら
協
議
が
進
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
本
町
は
。

【
答
】
西　

町
長

　

協
議
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
皆
様
の
希
望

を
聴
く
よ
う
な
新
た
な
組

織
を
作
る
か
、
既
存
の
組

織
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
か

検
討
し
ま
す
。

【
問
】
横
山
議
員

　

佐
世
保
市
と
連
携
し

て
、
前
進
し
て
い
な
い
航

路
問
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
な
要
望
を
県
に
出
せ
な

い
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

航
路
問
題
は
民
間
の
会

社
が
相
手
で
あ
る
た
め
、

難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
世
保
市
と
は

財
源
の
条
件
等
が
異
な
る

点
等
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

   い っ ぱ ん し つ も ん

子
育
て
環
境
の
充
実
、
仕
事
を
生
み
出
し
、
住
居
を
整
備
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
み
続
け
ら
れ
る
島
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

ワイヤーメッシュの設置作業

防
護
対
策
、
棲
み
分
け
対
策
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
的
な
対
策
を
取
っ
て
い
き
ま
す



　

今
年
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
視
覚
に
訴

え
な
が
ら
の
説
明
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
画
面
に
集
中

す
る
の
で
、
い
つ
も
よ
り

一
体
感
が
増
し
た
よ
う
で

す
。

　

３
班
に
分
け
て
実
施
し

た
の
で
説
明
の
仕
方
に
も

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
出
て

い
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
公
民
館
で
も
真
剣
に
聞

い
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
ク
イ
ズ
形
式
で

議
会
の
活
動
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
概
お
お
む

ね
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

ク
イ
ズ
の
賞
品
が
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
だ
っ

た
の
は
場
を
和な
ご

ま
せ
る
こ

と
に
役
に
立
ち
ま
し
た

が
、
セ
コ
イ
の
声
も
？

　

自
由
な
意
見
交
換
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
自
発

的
に
ご
意
見
が
出
に
く
い

地
域
性
も
あ
り
ま
す
が
、

身
近
な
視
点
か
ら
の
ご
指

摘
や
注
文
、
将
来
を
憂う
れ

う

言
葉
や
具
体
的
な
ア
イ
デ

ア
な
ど
思
っ
た
以
上
に
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
、「
よ
く
議

会
や
町
の
こ
と
が
分
か
っ

た
。」「
勉
強
に
な
っ
た
。」

と
の
言
葉
も
複
数
個
所
で

い
た
だ
き
、
感
激
で
す
。

　

要
望
の
中
に
、
他
の
地

区
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見

が
出
て
い
る
の
か
知
り
た

い
と
の
申
し
出
も
あ
り
、

出前議会開催（議会報告会）

初
め
て
の
試
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
の
説
明
に
目
線
集
中

大島地区

①小値賀―佐世保の船賃をもっと下げてほし

　い。できれば 1500 円。

⑨小値賀に国立の農業専門学校か研究所を誘

　致したらどうか。

⑱ふるさと納税についてはどう考える？

今
回
は
、
そ
の
点
を
中
心

に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

夜
の
お
忙
し
い
時
間
、

ま
た
昼
間
、
貴
重
な
時
期

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

皆
様
に
こ
こ
ろ
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

出席人数ランキングトップ５

１　大島地区　　　　　　　19 人

２　唐見崎地区　　　　　　18 人

３　筒井浦地区　　　　　　17 人

４　浜津地区　　　　　　　16 人

５　中村・木場・黒島地区　15 人

唐見崎地区

①保育園の無料化は永続的にするのか？

④重要的景観である唐見崎の旧若宮神社へ行

　く道路沿いの石垣の膨らみがひどくなって

　いるが修理はできないか？

⑤タクシーは今後どうなる？

筒井浦地区

①水産加工の研究予算があったが、水産加工

　場の建設はするのか。

③高速船についても　あまりにも欠航や抜港

　が多いので　船の形も含めてなんとかして

　ほしい。

浜津地区

②担い手公社を優遇しすぎではないか。

③イノシシ問題も数が少ないうちにこそ手を

　打つべき。

⑥国境離島新法に関連して、漁業者の燃油代

　の補助を手厚くしてほしい。

中村地区

①イノシシ対策は小値賀町の存亡をかけた問

　題だとの認識で取り組まないと今後さらに

　大変なことになる。

④現在の診療所の医師 1 人態勢が心配。研修

　医では不安だ。

木場地区

②情報のインフラ整備が必要。

③船の便、診療所、学校などの社会的基盤を

　維持することが必須条件。

⑦起業家を呼びこむ政策を打ち出す必要があ

　る。

　

紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ

に
掲
載
出
来
た
の
は
、
出

し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
ご
く
一
部
で
す
。

　

出
前
議
会
に
関
し
て
は

毎
年
「
ま
と
め
」
を
作
っ

て
お
り
ま
す
。

黒島地区

①国境離島新法を十分に活用し、航路問題や

　漁業振興や後継者問題など、あらゆる手を

　総合的に打ち出していくべきだ。

⑦老朽化した浮き桟橋の撤去費用の補助や廃

　棄に対する対応ができないのか。

　
「
平
成
28
年
出
前
議
会

ま
と
め
」
は
、
議
会
事
務

局
及
び
小
値
賀
町
立
図
書

館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
17
地
区
ご
と

に
出
前
議
会
に
出
席
さ
れ

た
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
集
計
に
よ
り
、
参

考
ま
で
に
、
地
区
別
の
出

席
人
数
の
ト
ッ
プ
５
と
出

席
率
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ

プ
５
を
記
載
し
ま
す
。

　

来
年
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

出席率ランキングトップ５

１　六島地区　　　100％（3 人）

２　唐見崎地区　  　45％（18人）

３　納島地区　　 　 41％（9 人）

４　大島地区　　 　 29％（19 人）

５　黒島地区　　 　 28％（15 人）　

斑地区

②漁民にとって必要なのは、魚の値段と燃油

　高騰の問題である。

⑦人口を増やすことについてだが、小値賀に

　移ってくるときの役場の対応が冷たい。

⑧水産加工にも力を入れてくれ。

小値賀町議会だより第 96 号（12）　小値賀町議会だより第 96 号（13）　

大島地区出前議会

唐見崎地区出前議会

筒井浦地区出前議会

黒島地区出前議会

浜津地区出前議会

　　議会のことや町のことがよくわかりました
　　　　　　　　　　　　　　　　　勉強になったよ



国境離島新法制定

平成 27 年度議会費の報告
　　予算項目 予算額 支出額 不用額 備考
１報酬 1891 万 6000 円 1891 万 6000 円 0 議員報酬
２給料 750 万 5000 円 750 万 4800 円 200 円 職員給（2 名）
３職員手当 979 万 6000 円 979 万 5222 円 778 円
４共済費（退職議員年金） 1613 万 7000 円 1613 万 5981 円 1019 円 現議員分は廃止
７賃金 28 万 1000 円 24 万 4916 円 3 万 6084 円 臨時雇賃金
8 報償費 12 万円 12 万円 0 円 講師謝礼
９旅費 259 万 6000 円 220 万 7920 円 38 万 8080 円
10 議長交際費 12 万円 10 万 1550 円 1 万 8450 円
11 需用費 117 万 9000 円 113 万 3135 円 ４万 5865 円 消耗品費・燃料費・

食糧費・印刷製本
費・修繕費

12 役務費 7 万 4000 円 6 万 8212 円 5788 円 通信運搬費・広告
料

14 使用料及び賃借料 8 万円 4 万 7518 円 3 万 2482 円 自動車借上料
18 備品購入費 144 万 7000 円 142 万 8700 円 １万 8300 円 議 員 用 机・ 椅 子・

コピー機・パソコ
ン・書架

19 負担金、補助及び交付金 115 万 3000 円 107 万 6470 円 ７万 6530 円 各種議長会負担金
　　　　議会費計 5940 万 4000 円 5878 万 424 円 62 万 3576 円

平成 27 年度の議長交際費の内容報告
　　　相　手　方 　　金　額

6 月 12 日 国境離島新法陳情土産 5400 円
7 月   3 日 香典（元三役） 1 万円
7 月   8 日 視察議会へお樽 3840 円
7 月   9 日 町村議長会お樽 3700 円
8 月 14 日 議長杯ソフトボール大会 1 万 6380 円
8 月 31 日 地方自治研究センター 2750 円
9 月 13 日 養寿園敬老祝賀会 4800 円
10 月 16 日 国会議員夫人葬儀生花代小値

賀負担分
6000 円

11 月 18 日 福井県視察議会へのお樽 3860 円
12 月   6 日 社協デイサービス忘年会 3900 円
  1 月   6 日 勉強会講師土産 3380 円
2 月 2~3 日 委員会視察土産 5600 円
  2 月   3 日 香典（元議員） 1 万円
2 月 14~16 日 委員会視察土産 1 万 2600 円
2 月   25 日 議長杯バトミントン大会 9340 円
　合　計 10 万 1550 円

議会の情報を共有していただくために、議会費の決

算内容や議長の交際費についてお知らせします。議
会
改
革
度
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
１
３
２
位
に

　

全
国
の
自
治
体
議
会
の
改
革
度

調
査
２
０
１
５
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
調
査
部
会
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
上
位
３
０
０

位
ま
で
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
値
賀
町
議
会
は
３
年
連
続
で

ト
ッ
プ
３
０
０
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　

ト
ッ
プ
３
０
０
に
入
っ
た
長
崎

県
内
の
自
治
体
で
は
諫
早
市
議
会

に
次
い
で
２
番
目
で
す
。
３
番
目

が
長
与
町
議
会
、
次
が
壱
岐
市
議

会
、
大
村
市
議
会
、
長
崎
市
議
会
、

長
崎
県
議
会
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
参
議
院
で
国

境
離
島
新
法
が
可
決
さ
れ

成
立
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
、
国
境
に

近
い
有
人
離
島
へ
の
特
段

の
支
援
を
お
願
い
し
、
国

境
離
島
に
特
化
し
た
法
律

制
定
を
陳
情
し
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
県
内
３
市
２
町

の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

や
っ
と
念
願
が
か
な
っ
た

と
の
思
い
で
感か
ん
が
い慨

も
ひ
と

し
お
で
す
。

　

国
境
離
島
の
無
人
化
を

防
ぐ
た
め
、
環
境
整
備
が

必
要
な
離
島
を
国
が
指

定
。
国
境
監
視
機
能
を
果

た
す
漁
民
へ
の
支
援
、
地

域
の
雇
用
拡
大
、
運
賃
の

値
下
げ
な
ど
が
盛
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

４
月
20
日
、
県
内
の
国

境
離
島
関
連
の
自
治
体
の

首
長
、
議
長
、
特
別
委
員

会
委
員
長
、
期
成
会
長
な

ど
を
は
じ
め
、
長
崎
県
副

知
事
、
県
議
会
議
員
、
指

定
を
受
け
て
い
る
全
国
の

自
治
体
議
長
た
ち
が
、
そ

ろ
っ
て
参
議
院
の
本
会
議

を
傍
聴
し
、
国
境
離
島
法

成
立
の
瞬
間
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
は
衆
議
院

で
可
決
さ
れ
て
い
た
法
案

で
す
が
、
新
法
制
定
に
た

い
へ
ん
尽
力
い
た
だ
い
た

谷
川
代
議
士
も
こ
の
日
、

２
階
席
か
ら
傍
聴
さ
れ
、

可
決
の
瞬
間
、
議
場
に
向

　

野
崎
島
が
自
然
的
要
因

と
社
会
的
要
因
で
荒こ
う
は
い廃
が

進
ん
で
い
る
と
の
指
摘

で
、
数
年
前
か
ら
総
務
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
で
取

り
上
げ
て
き
た
問
題
で
す

が
、
こ
こ
に
き
て
具
体
的

な
取
り
組
み
へ
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

　

野
崎
島
は
現
在
イ
ノ
シ

シ
が
急
増
し
、
来
島
者
に

危
害
を
加
え
る
こ
と
に
な

る
と
の
危
惧
と
、
こ
こ
ろ

な
き
町
外
か
ら
の
訪
問
者

に
よ
る
無む
き
ど
う

軌
道
な
ふ
る
ま

い
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
出
て

き
て
お
り
、
注
意
喚か
ん
き起
や

ル
ー
ル
作
り
が
急
務
で
あ

る
と
し
て
、
委
員
会
で
禁

止
事
項
の
策
定
原
案
を
示

し
、
具
体
的
な
看
板
の
設

置
を
担
当
課
に
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
条
例

な
ど
の
必
要
性
も
議
論
し

て
お
り
、
今
後
そ
の
原
案

作
り
に
つ
い
て
も
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

正式名称は、「有人国境離島地域の保全

及び特定有人国境離島地域に係る地域 

社会の維持に関する特別措置法」です。

か
っ
て
深
々
と
頭
を
下
げ

て
お
ら
れ
た
光
景
が
目
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

谷
川
先
生
を
始
め
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
国
会
議
員

の
皆
様
に
対
し
て
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

そ
の
日
の
う
ち
に
、
３

班
に
分
か
れ
て
、
こ
の
法

律
に
関
係
し
た
与
野
党
の

国
会
議
員
一
人
一
人
に
事

務
所
を
訪
ね
て
、
お
礼
に

回
り
ま
し
た
。

　

２
つ
の
議
員
会
館
ビ
ル

の
12
階
ま
で
各
階
ご
と
に

回
り
終
え
た
と
き
は
、
万

歩
計
が
１
万
５
０
０
０
歩

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
自
治
体
が
県

と
と
も
に
人
口
減
少
対

策
、
航
空
路
問
題
、
漁
業

振
興
な
ど
の
具
体
案
を
練

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
、
本
町
で

も
検
討
を
進
め
て
る
と
こ

ろ
で
す
。　

小値賀町議会だより第 96 号（14）　小値賀町議会だより第 96 号（15）　

総務文教厚生常任委員会

　　　野崎島の環境保全の具体策を提言

上　参議院で可決した瞬間

横　関係国会議員へのお礼

　
　
（
今
回
の
対
象
自
治
体
は
、
１
４
６
０
団
体
）



波
佐
見
町
議
会
広
報
委
員
会
が
視
察
に

　

５
月
12
日
長
崎
県
離
島

議
長
会
及
び
国
境
離
島
新

法
特
別
委
員
会
の
会
議
が

長
崎
で
開
催
さ
れ
、
新
法

制
定
後
の
各
自
治
体
の
取

り
組
み
状
況
や
今
後
協
力

し
て
進
め
る
べ
き
事
業
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
折
、
九
州
商
船
本

社
に
立
石
議
長
と
横
山
委

員
長
と
松
屋
副
委
員
長
が

出
向
き
、
子
会
社
の
九
商

マ
リ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
株
）
の
貨
物
船
マ
リ
ン

ラ
イ
ナ
ー
の
浦
頭
漁
港
の

使
用
問
題
に
つ
い
て
、
事

実
を
確
認
し
、
従
来
か
ら

お
願
い
し
て
い
る
通
り
、

小
値
賀
へ
の
寄
港
も
継
続

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

　

重
要
な
生
活
物
資
が
本

土
部
よ
り
入
っ
て
こ
な
く

な
れ
ば
、
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
脅
威
と
な
り
、
島
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
と
な

る
こ
と
か
ら
、
内
々
の
事

情
は
と
も
か
く
、
何
と
か

航
路
を
維
持
す
る
よ
う
求

め
た
の
に
対
し
て
、「
い

ち
早
く
小
値
賀
は
、
こ
の

こ
と
に
関
心
を
示
し
、
議

会
か
ら
も
お
願
い
を
さ
れ

て
い
る
の
で
、
出
発
港
が

長
崎
の
漁
港
に
な
っ
て
も

小
値
賀
ま
で
は
就
航
さ
せ

た
い
」
と
返
事
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
現
在
、
そ

の
よ
う
に
運
航
さ
れ
て
い

ま
す
。）

　

ま
た
、「
牛
市
の
時
は

特
別
に
宇
久
ま
で
就
航
さ

せ
る
」
と
の
約
束
も
い
た

だ
き
、
少
し
安
心
し
た
次

第
で
す
。

　

九
商
側
は
、
従
来
の
港

に
は
も
う
戻
れ
な
い
と
の

意
向
を
示
し
て
お
り
、
新

た
に
佐
世
保
港
内
に
使
用

許
可
を
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
市
に
お
願
い
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

　

佐
世
保
市
が
管
轄
す
る

漁
港
の
使
用
を
認
め
る
の

か
ど
う
か
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
現
在
、
情
報

収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

５
月
17
日
、
東
彼
杵
郡
の
波
佐
見
町
議
会
広
報

委
員
会
の
皆
様
が
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て

の
研
修
に
本
町
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
全
国
町
村
議
長
会
か
ら
奨
励
賞
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
海
を
隔へ
だ

て
た
小
値

賀
町
ま
で
研
修
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
お
ぢ
か
町
議
会
だ
よ
り
は
読
み
や
す
い
」
と

の
ご
指
摘
に
、
ま
こ
と
に
思
は
ゆ
い
気
が
し
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
現
状
を
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
読
ん
で
も
ら
え
る
誌
面
づ
く
り
」「
ニ
ュ
ー
ス

性
の
点
か
ら
発
行
は
議
会
終
了
後
２
週
間
以
内

に
」「
全
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
」
な

ど
に
つ
い
て
お
互
い
に
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
「
母
ち
ゃ
ん
釣

　
　
　

れ
た
か
い
？
」

　
　
　
　
「
た
い
し
た
事

　
　
　

は
な
か
よ
。
40
キ

　
　
　

ロ
ば
か
り
。」

　
　
　
　
「
よ
か
っ
た
。

今
日
は
１
０
０
キ
ロ
余
り

釣
っ
た
ご
た
る
。
ぼ
ち
ぼ

ち
釣
れ
れ
ば
よ
か
っ
た

い
。」

　
「
今
か
ら
釣
る
る
じ
ゃ

ろ
う
け
ん
、
楽
し
み
た

い
。」
と
浜
の
母
ち
ゃ
ん

達
の
活
気
あ
ふ
れ
る
声
が

響
き
わ
た
る
時
期
が
来
ま

し
た
。

　

漁
協
の
庭
が
銀
の
う
ろ

こ
で
キ
ラ
キ
ラ
か
輝
い
て

い
ま
す
。
値
賀
咲
（
い
っ

さ
き
）
が
大
量
で
漁
協
の

庭
が
活
気
づ
か
な
い
と
島

全
体
が
さ
び
れ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

島
の
漁
民
・
町
民
が
う

る
お
う
た
め
に
も
、
値
賀

咲
の
大
漁
を
祈
り
つ
つ
、

町
民
に
幸
多
か
れ
と
祈
念

し
つ
つ
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
末
永
一
朗
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